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深層学習を使った
AIアシスタントにおけるコンテキスト理解

株式会社クレスコ 森木研人 a-moriki@cresco.co.jp

学習済みBERTモデルを使ったアプローチ

結果

AIアシスタントの問題点 深層学習を使った解決を検討

理想的なAIアシスタントの実現にはコンテキスト
の理解が必要だが, 現在はルールベースで
実装されており, スケールしづらく限定的.

スケールしづらい問題を回避するために, 
深層学習を使っての解決を検討.

エンコーダーモデルを通った情報はその意味を
表現したものとなるため, これを重ね合わせる
ネットワークを構築し, コンテキストの理解が
可能か検討する.

明日の予定は遠足です

天気も教えて

今日の天気ですか？晴れです

意味表現の抽出には BERT学習済みモデル を利用.
二つの意味表現合成するための合成器と, 
意味表現から情報を抽出するために分類器を作成.
BERT出力の768次元配列を基にコンテキストを扱う.

大量の依頼文コーパスを用意することが難しかったため、
テンプレート文から依頼文を作成, ネット上に公開されて
いる雑談コーパスと合わせ 120,000 程度のデータを用意
し学習.

課題
学習データとともに, 検証
データのLOSSも減少,
正しく学習できた.

実際に利用した様子

正しく「明日」「天気」と判定

正しく「明日」「予定」と判定

合成器から出力した意味表現を再度合成器の入力と
して利用した場合, 大きく精度が低くなることが分かっ
た.学習させ方に問題があったと考えられる.

その他課題としては, 今回テンプレート文から生成した
データを使ったため, 学習しやすい状況となっていたと
考える.今後は実データに近いデータを用意し, 精度が
保てるかを検討したい.


